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原子力発電についての 
リスク評価の変遷 
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リスク認知の経年変化 
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火力発電所リスク認知の経年変化 

13-火力発電 

12-火力発電  

93-火力発電 

1

2

3

4

1 2 3 4

全くない 

全くない 

少しある 

少しある かなりある 

かなりある 

非常にある 

非常にある 

11-火力発電 



個
人
へ
の
危
険 

社会への危険 

地球温暖化リスク認知の経年変化 
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原子力発電所リスク認知の経年変化 
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核廃棄物リスク認知の経年変化 
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安全・安心重視社会のリスクとコストのバランス 

リスク・リテラシーの進化 

コスト・ベネフィッ
トからの判定位置 

安全性重視の場
合の支点位置 

安全・安心の
確保 

経済的・社会・
心理的コスト 

低 高 

リスクの認知 



情報への信頼と不信 



災害に関して最も信頼できる情報源 
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災害に関して最も信頼できない情報源 
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福島第１原発災害を 
どう捉えるか 





東日本大震災で起きた「地震」「津波」「原発災害」 

のうち最も深刻な被害を与えた災害は何か？ 
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今回の原発事故による放射線被曝への不安 

1.1  

17.9  

35.8  

45.1  

1.4 

15.9 

42.3 39.9 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全く不安でない あまり不安でない かなり不安である 非常に不安である 

2011年6月 

2012年3月 

％ 

Ｎ=1200 



今回の原発災害で自分自身は健康被害を受けると思うか 
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(2012年：内0.3%が無回答) 
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全く気にせずに買っている 

あまり気にせずに買っている 

ある程度注意し、なるべく買わない 

常に注意し、疑いのあるものは 

買わない 
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(2011年：内0.1%が無回答） 
(2012年：内0.2%が無回答) 

飲食物を買う際に放射性物質汚染に注意したり 
買い控えをしているか 
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少しは効果が期待できる 

かなり効果が期待できる 
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(内0.3%が無回答) 

放射能汚染地域の除染作業（汚染土壌をはぎ取ったり、 
汚染部分を高圧水で洗い流す作業等）を行なっていますが、 
除染作業は効果が期待できると思いますか。 
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福島第一原発事故の現状について 
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新たな被害が起こっていないから 
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原子炉が冷温停止しているから 

放射性物質の放出が止まって 

いるから 2013年3月 

％ 
Ｎ=69 

原発事故が完全、またはほとんど終息したと感じる理由 

※複数回答可のため 
     合計は100%を超えることがある 
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地震や津波などで新たな放射性物質の 

放出が起こる危険があるから 

原発内での放射性物質がいまだに 

危険な状態にあるから 

原子炉の炉心冷却に使われた汚染水、 

汚染された地下水が増え続けているから 

放射性物質の放出が続いているから 

2013年3月 

％ 

Ｎ=1124 

原発事故が完全、またはほとんど終息していない 
と感じている理由 

(内1.2%が無回答) 
※複数回答可のため 
     合計は100%を超えることがある 



原発への態度・事故時の 
避難および事故後の帰還 
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(2011年：内1.2%が無回答） 
(2012年：内0.8%が無回答) 
(2013年：内1.1%が無回答) 
 

日本の原子力発電はどうあるべきか 
※2013年の調査では、回答項目は「再稼働を認めず、直ちにやめるべき」「再稼働を認めて段

階的に縮小すべき」「再稼働を認めて現状を維持すべき」「再稼働を認めて段階的に増やすべ
き」であった。 

※ 
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Ｎ=1200 
(2011年：内0.2%が無回答) 
(2012年：内0.3%が無回答) 
(2013年：内0.7%が無回答) 
 

※ 

災害で被害が予測される地域に、避難勧告や避難指示が出さ
れることがありますが、あなたは自分が住んでいる地域にそれ
らが出された場合、避難すると思いますか。 
※2013年の調査では、回答項目は「原発事故や災害で被害が予測される地域に、避難勧告や避難指示を出される 
ことがありますが、あなたは自分が住んでいる地域にそれらが出された場合、避難すると思いますか」であった。 
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逃げられない人をつれて逃げる 

危険を感じたら他の人とは関わりなく一人でも
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その場にいる人々と一緒になって 

家族を迎えに行ったり、家族が集まるまで待っ

てから 
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Ｎ=1200 
(内0.7%が無回答) 

あなたは避難をするときにどのようにして避難すると思いますか 
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帰らないと思う 

たぶん帰らないと思う 

たぶん帰ると思う 

帰ると思う 
2013年3月 

2012年3月 
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Ｎ=1200 
(2012年：内0.3%が無回答) 
(2013年：内0.7%が無回答) 
 

 原発事故による避難区域に対して、政府や都道府県、市区町村が 
安全宣言を出して帰宅を促した場合、被災住民は帰ると思いますか。 

 



将来における原発事故の 
可能性と防災体制 
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事故の完全終息 
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放射能除染 
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(内0.5%が無回答) 

東京電力福島第一原発事故の被災者に、いま一番必要なもの 
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起こらない 
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たぶん起こる 

起こる 
2013年3月 
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Ｎ=1200 
(内0.8%が無回答) 
 

各地の原発再稼働で 
福島第一原発と同程度の事故が起きる可能性 
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あてはまるものはない 

すべてのハイテク巨大装置では大事故は必ず

起こるから 

人はミスをおかすものであり、誤った判断や行

動が大事故を引き起こすから 

核物質を燃料とする原発自体が危険 

だから 

地震、津波、テロなどで、いつなんどき 

原発の大事故が起こるかわからないから 

2013年3月 

％ 

Ｎ=957 

福島第一原発と同程度の大事故が起こると思う理由 

(内0.1%が無回答) 
※複数回答可のため 
     合計は100%を超えることがある 
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あてはまるものはない 

古いタイプの原発から安全性の高い新しい 

タイプの原発に次第に置き換わっているから 

国民の意識が高まっているので、電力会社も

絶対安全をこころがけているから 

大事故にいたる前の段階で危険を防ぐ技術が

あるから 

福島第一原発事故を教訓に十分な安全対策

がはかられているから 

2013年3月 

％ 

Ｎ=233 

福島第一原発と同程度の大事故が起こらないと思う理由 

※複数回答可のため 
     合計は100%を超えることがある 

(内2.6%が無回答) 
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2013年3月 
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Ｎ=1200 

原発事故避難範囲３０キロ圏指定について 

(内3.2%が無回答) 
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16.4  
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安全に避難できない 

おそらく安全に避難できない 

おそらく安全に避難できる 

安全に避難できる 

2013年3月 
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Ｎ=1200 

30キロ圏の人々に避難を必要とする 
原発事故が起こった場合の避難について 

(内0.6%が無回答) 
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ほぼ十分である 

対策は十分にできている 

2013年3月 
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Ｎ=1200 

国の原子力事故対策について 

(内0.6%が無回答) 
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1.3  
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あまりできていない 

ほぼ十分である 

対策は十分にできている 2013年3月 

％ 

Ｎ=1200 

(内1.3%が無回答) 

都道府県や市区町村の原子力事故対策について 
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結 語 
• 福島第１原発事故以来、日本人の原発および核廃棄
物質に対する危機感が強まっている。 

• 事故・災害情報源としての政府の信頼度は低い。 

• 国民の多くは原発事故は再び起こると信じている。 

• 国民の多くは、政府・地方自治体の原発事故対策は不
十分だと感じている。 

• 多くの国民が原発を段階的に縮小すべきだと考えてい
る。 

 
  

日本の世論は原発の存続に否定的である。 

原子力政策は、立地地域住民だけではなく、国民の理解
と支持を得なければ成り立たない。 


